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未払配当金、その他当社
株式関係書類についての

お問い合わせ

住所変更、株式配当金
受取り方法の変更
などのお問い合わせ

右記みずほ信託銀行までお問い
合わせ願います。

お取引の証券会社等になります。

証券会社等で株式を
保有されている場合

証券会社等で株式を保有されていない場合
（特別口座の場合）

ご　注　意

特別口座では、単元未満株式の買取・買増以外の株
式売買はできません。株式の売買にあたっては、証券
会社等に口座を開設し、株式の口座振替手続を行って
いただく必要があります。

当社の特別口座の口座管理機関　
みずほ信託銀行へお問い合わせ願います。
みずほ信託銀行　証券代行部
ホームページ：
https://www.mizuho-tb.co.jp/daikou/index.html
フリーダイヤル 0120-288-324
 （土・日・祝日を除く 9:00～17:00）

2022

株主優待制度として、毎年２月末日現在の100株以上ご保有の株主の皆様に対し、保有株式数に
応じて以下のとおり株主優待贈呈品を年１回お届けいたします。

100株以上200株未満 毎年2月末日

保有株式数 基準日 優待内容

年1回、1,000円相当のJCBギフトカードを贈呈。

200株以上1,000株未満 毎年2月末日
年1回、5,000円相当のJCBギフトカードもしくは
「北海道特産品」を贈呈。

1,000株以上 毎年2月末日
年1回、10,000円相当のJCBギフトカードもしく
は「北海道特産品」を贈呈。

事業年度 毎年3月1日から翌年2月末日まで

毎年5月下旬

2月末日
そのほか臨時に必要がある場合には、あらかじめ公告いたします。

2月末日
中間配当を行う場合は8月31日

東京都千代田区丸の内一丁目3番3号
みずほ信託銀行株式会社

100株

定時株主総会

基準日

配当金受領株主確定日

単元株式数

株主名簿管理人
   事務取扱場所

公告方法

株主優待制度

当社ホームページ（https://www.hokuyu-lucky.co.jp)
において、電子公告により行います。
ただし、やむを得ない事由によって、電子公告による公告を
することができない場合には、日本経済新聞に掲載して行います。

東証スタンダード市場



桐 生　宇 優
きりゅう ひ ろ ま さ

　株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼
申し上げます。
　新型コロナウイルス感染症により罹患された方々や感染
拡大による影響を受けられた皆様に心よりお見舞い申し上
げます。また、医療従事者の皆様をはじめとして、感染拡大
防止にご尽力されている皆様には深く感謝申し上げます。
　第52期（2021年３月1日～2022年2月28日）は、長期化す
るコロナ禍において度重なる感染拡大により行動制限が繰
り返されることとなり、その収束も見通せない状況の一年
となりました。今後はワクチンの複数回接種や治療薬の開
発などにより、制限ではなくコロナとの共生という対応によ
り、行動制限の緩和が進み、社会活動や経済活動の回復
が期待されております。
　当期におきましても、引続きお客様と従業員の安全・安
心対策を最優先に、感染予防を徹底しておりますが、コロ
ナ禍の長期化による外出自粛やリモートワークなどの新し
い生活様式の定着化もあり、内食需要の継続とともに来店
頻度の低下傾向がみられました。
　また一方では、コロナ禍などの影響によるエネルギーコス
トや物流コストの上昇、またサプライチェーンの停滞などに
より、物価の上昇が顕著となっており、ウクライナ危機勃発
の影響でその物価上昇には拍車がかかるものと思われます。
　小売業を取り巻く環境におきましても、厳しい外的要因

や環境配慮型社会への変換による高コスト社会の到来、少
子高齢化、労働人口の減少、異業種間競争の激化が加速す
るなど構造的な課題が山積しており、生産性の向上が企業
の事業継続にとって必須条件となります。
　当社におきましては、当期の重要課題として、センター機
能の再構築による生産性向上及び商品強化を目的とする
「ラッキー生鮮・デリカセンター」を新設しており、他社との
差別化及び効率化による収益力向上を推進しております。
　また、当面の課題である事業継続の為の顧客基盤形成に
は、30代・40代の次世代ファミリー層の顧客開拓が最重要
であり、「もの消費」より「こと消費」に高い価値を置く世代
に対し、SNS活用を含め、心の充実などの付加価値を買い
物に見出すことのできる演出によりアプローチしてまいりま
す。当社としては、付加価値商品の提供や顧客層を意識し
た情報発信により、次世代ファミリー層をしっかりと囲い込
み、さらに他の世代層を巻き込んでの顧客開拓を図り、少
子高齢化などの構造変化に対応できる強固な経営基盤づく
りに努めてまいります。
　これからも時代や社会の変化にいち早く対応し、お客様
のニーズにも的確にお応えできる企業を目指し、役職者一
同が最大限の努力をしてまいる所存でございますので、株
主の皆様におかれましては、今後とも変わらぬご支援を賜り
ますようお願い申し上げます。

　1971年4月、食品の小売および卸売を目的とし
て株式会社オレンジチェーンを設立。1974年5
月、商号を株式会社山の手ストアーと改めチェーン
展開を開始し、更なる店舗規模の拡大と集客部門
の充実強化を図るため、1982年5月に札幌市内
を中心に衣料品のチェーン展開を行っていた株式
会社まるせんと合併。商号も現在の北雄ラッキー
株式会社に変更しました。
　その後、一層のチェーン展開を図り、石狩市、小
樽市、道東の美幌町・遠軽町、道央圏の千歳市・栗
山町・長沼町と規模を拡大し、更に道東地区のドミ
ナント化を図るため網走市、紋別市へ進出、2005年
10月には道北の稚内市、2008年9月には後志地方
の岩内町、2011年11月には道南地区の函館市へと
営業エリアを広げ、2022年2月末現在、全道各地に
33店舗を展開しております。今後も、企業理念であ
る「北雄ラッキーは、日本一質の高いスーパーマー
ケットをめざします。」を掲げ、お客様に感動を与える
サービスとともにニーズの変化を敏感に捉え、一歩
先を行くスーパーマーケットの創造に努力を続けて
まいります。
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ひとみ店・美原店

倶知安店

ラッキーマート幌向店

シティマートくんねっぷ店

シティマートめまんべつ店
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シティマートなかゆうべつ店

北海道小樽市銭函3丁目193-1 ☎0134-62-1717

☎011-643-4511
☎0133-75-8877北海道石狩市新港西3丁目700

札幌市中央区北12条西19丁目36-168

ラッキー生鮮・
デリカセンター

低温センター
☎011-623-0570札幌市中央区北12条西19丁目36-168生鮮センター

物流センター

☎0152-75-2060北海道網走郡美幌町字青山北53-3シティデリカセンター
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　お客様にとって最大の関心事である「食」の「健
康と安心」の面において、当社が自信を持っておす
すめしているのが「ナチュラルラッキー」の商品コン
セプトです。お客様の健康増進や病気予防に役立
つよう、有機野菜、特別栽培品、無添加商品などを
展開しております。また、もうひとつの商品コンセプト
である「テイスティラッキー」は、「おいしさ」と「品
質」で、家族が揃うお祝いの日やお誕生日などの食
卓で、家族みんなに満足していただける商品です。

　当社の商品政策である「6MD商品」提供の目的
は、お客様の食生活をゆたかに、安心にすることに
あります。6MDの商品政策においては、商品が持っ
ている様々な要素を6つの商品コンセプトを基に分
類し、商品特性の見極めによる、顧客ニーズや価値
観に適合する商品提供により、顧客満足度の向上
を図っております。
　私たちは、お客様が求めている商品やサービス、
そして価値を提供することが、お客様の食生活をゆ
たかに、安心にすることに結びつくと信じております。

「お客様の食生活をゆたかに、
  安心にすることが私たちの願いです。」

「新制服のご紹介」「ナチュラルラッキー＆
 テイスティラッキー」
ラッキーらしさの商品コンセプト

　当社では、当期において10数年ぶりに制服の変更を行
いました。新しい制服のイメージはブラウンを基調としてラッ
キーグリーンを細いラインで表現しております。全部門で共
通のエプロンも、従来のラッキーグリーンからシックなブラウ
ンに変更となりました。生鮮の白衣はスタンドカラーになって
おり、腕の部分はドルフィンカット仕様で腕の上げ下げなど
の動きが楽になるように工夫が施されております。
　新しい制服は、洗練されたデザインで機能性や清潔感も
大幅にアップしており、私たちの装いも心もリフレッシュして
自然と笑顔の接客になっております。

「新型コロナウイルス感染症への対応の継続」

新しい制服での品出しの作業風景です。

左側が生鮮担当の制服、右側は惣菜・ベーカリー担当の制服です。    
デザインを一新、スタイリッシュな制服になりました。

興部ハム　
ベーコン・ロースハム・
あらびきウインナー

興部ハム　
ベーコン・ロースハム・
あらびきウインナー

健康で安心な毎日の食生活のために。

管理栄養士監修
500kcal未満弁当

倶知安男爵いものポテトサラダ倶知安男爵いものポテトサラダ
中札内
そのまま枝豆

　新型コロナウイルス感染拡大の長期化により、当期も
引続き感染防止への対応・対処が必要となりました。ワク
チン接種の進展はあるものの、新たな変異株ウイルスの
発生が続き、感染の収束時期は不透明のままであり、ウィ
ズコロナとしての対処が求められております。当社では、
引続きお客様や従業員の安全と安心を最優先課題とし
て感染防止に取組み、マスク・手袋の着用、レジ待ち密
集回避のソーシャルディスタンスの確保、消毒液噴霧器
の設置及び飛沫防止パネルの設置などによる感染予防
の徹底を継続しております。

店舗出入口に設置された自動センサー式アルコール消毒噴霧器。

お客様とお店の「安全・安心」が最優先です。

パリクラ・バゲットパリクラ・バゲット

ラッキー味付
ロースジンギスカン・
ラムモモ
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　北雄ラッキーは「今も未来も地域のお客様と共にあり続けたい」という願いのもとに、地球温暖化防止（二酸化炭
素の削減）をはじめとする環境問題に積極的に取組み、従業員一人ひとりが身近で出来ることから、着実に実践し
積み重ねることで、地域のスーパーマーケットとして、地球や人にやさしい環境づくりに貢献してまいります。

　バックヤードの冷凍冷蔵庫や店舗オープンケースなど
を冷却している冷媒ガスはフロンと呼ばれるガスが入って
おり、漏えいするとオゾン層破壊や地球温暖化に悪影響
を与えてしまいます。当社ではガス漏えい削減の為、クラ
ウド上の情報処理センター「RAMS」を活用し全店で約
300台ある冷凍冷蔵設備の管理台帳を作成しており、設
備業者様による定期点検や店舗側による3ヶ月に一度の
簡易点検及びガス漏えい記録管理などの情報共有によ
り、フロン排出抑制に取組んでおります。新設の「ラッキー
生鮮・デリカセンター」では、従来よりも地球温暖化係数
（GWP）の低いフロンを使った冷凍冷蔵設備を採用し、環
境に配慮した施設となっております。

新設センター

「フロン排出抑制へ向けてがんばっています」

「恵方巻の食品ロス削減に向けた販売活動」
　節分の恵方巻は毎年恒例の国民的行事食となっておりますが、反面大量に生産販売されることで売れ残りなど
の食品ロス問題が顕在化しております。当社では、農林水産省の食品ロス削減の呼びかけに応じ、2022年の恵方
巻販売では予約販売に力を入れるとともに過去の販売データーを詳細に検討し、食品ロスの防止を前提に販売計
画を策定いたしました。その結果、見事に廃棄ロスはゼロとなり、同時に販売目標も達成しております。

　当社では、小樽市銭函の「ラッキーデリカセンター」敷地内に「ラッキー生鮮・デリカセンター」を新設し、2021年11月8
日から稼働を開始しております。同センターは、センター機能再構築による生産性向上及び商品力強化を目的として新
設され、サラダ、煮物、和惣菜、カット野菜、鮮魚の加工品など新たな商品の製造を行うとともに、現状のおにぎり、お弁
当、巻き寿司などの米飯類の製造を行い、当社のオリジナリティを更に強化する取組みや安全・安心でおいしい魅力あ
る商品の提供に努めております。同センターの稼働により、当社の食品を取り扱う全道27店舗に商品供給が可能となり、
内製化による他社との差別化や効率化を進めております。
　なお、2022年3月より、隣接する旧「ラッキーデリカセンター」棟を改装し精肉加工設備を移設しており、センター機能
集約による更なる効率化を進めてまいります。

「ラッキー生鮮・デリカセンター」の新設

弁当やおにぎり、寿司用の米を炊く最新の炊飯室。 自動ドア付きのエアーシャワーで、塵埃や菌などを吹き飛ばします。

右手奥の旧デリカセンターに隣接して新設された「ラッキー生鮮・デリカセンター」。 1時間に1000枚のフィレ製造が可能な鮭スライスカッターです。

地球温暖化係数の低いフロンを使った冷凍・冷蔵設備（室外機）

計画通りに運営された恵方巻売場です。 恵方巻ロス削減のロゴマーク「なくすのん」です。

北雄ラッキーの環境方針
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　当事業年度における我が国経済は、新型コロナウイルス感
染症の影響による経済活動の停滞が続いたものの、活動制
限の緩和を背景として、経済・社会活動の正常化への動きが
みられました。しかしながら、新たな変異株による感染再拡大
に加えて、ウクライナ情勢緊迫化の地政学的リスクが重なり、
先行き不透明な状況が続いております。
　スーパーマーケット業界におきましては、長引くコロナ禍の
影響に伴う内食需要等は継続したものの、少子高齢化による
消費・生産人口の減少、可処分所得の低迷による個人消費
の伸び悩み、低価格志向の高まり、ネットスーパーの急拡大な
ど、厳しい状況が続いております。
　当事業年度におきましては、感染症長期化の中で、顧客及
び従業員の安全・安心確保を最優先とするコロナ禍への対
処に加えて、社会構造の変化や生活様式の変化により多様
化する顧客ニーズに的確に対応するため、以下の重点項目
の取組みにより、事業の継続性・安定性・収益性・成長性の確
保を目指してまいりました。
　①ラッキー生鮮・デリカセンターの稼働に伴う収益力向上の
基盤づくり、②競合他社との優位性を図るための商品力強
化、③来店頻度向上を目的とする販売力の強化、④マーケ
ティング力の強化によるストア・ロイヤリティの向上とファミリー
顧客層の拡大、⑤ローコスト運営の徹底と業務効率の改善、
⑥財務体質の強化。
　最重点施策としての「ラッキー生鮮・デリカセンター」が新設

され、センター機能再構築による生産性向上及び商品力強
化を目的に、サラダ・生野菜商品をはじめ煮物・和惣菜・弁当・
鮮魚加工品などの品揃え拡充を図り、付加価値商品の開発
による差別化に取組んでまいりました。
　営業面におきましては、ID－POSデータ活用による高併売率
商品の拡充、ラッキーコジカカードと連動した（クーポン）販促提
案、パック単価の適正化などに取組み、一人当たり買上点数
増及び来店頻度向上による売上確保に努めてまいりました。
　売上高につきましては、コロナ禍の長期化により、巣ごもり消
費・内食需要が継続したものの、人流抑制に伴う来店客数の
減少及び衣料品低迷が大きく影響し、前年の内食特需の反
動に加えて、所得環境の低迷及び客単価の伸び悩みが重な
り、前期を下回り減収となっております。
　経費管理面におきましては、前年の反動による販売手数料
の増加及び水道光熱費の増加があったものの、人件費の減
少や消耗品の削減などにより、販売費及び一般管理費は前
期比98.6％となり１億48百万円減少しております。
　設備投資につきましては、2021年11月に「ラッキー生鮮・デ
リカセンター」を新設、新設店舗及び改装店舗は無く、2022年
２月20日付で「ラッキー衣料館札内店」を閉店しております。
　これらの結果、当事業年度の経営成績は、売上高389億65
百万円（前期比2.0％減）、営業利益３億56百万円（同23.0％
減）、経常利益３億91百万円（同18.1％減）、当期純利益２億
44百万円（同26.9％増）となりました。

　国内経済の見通しにつきましては、ワクチン接種等による新
型コロナウイルス感染症対策と社会経済活動の両立を進める
動きが本格化し、経済活動の再開・正常化に伴う雇用・所得
環境の改善や個人消費の本格回復が期待されます。しかし
一方では、世界的な半導体不足や原材料価格の高騰に加え
て、ロシアのウクライナ侵攻に対する経済制裁やエネルギー価
格高騰の影響は避けることが難しく、予断を許さない状況が
続くと思われます。
　スーパーマーケット業界におきましては、ウィズコロナの新し
い生活様式に対応し、新型コロナウイルス感染症防止の徹底
に努める一方、ＥＣ事業者やドラッグストアなどの異業種を含め
た競合の激化、値上げ等による消費者の節約志向・低価格志
向の継続、物流コストやエネルギーコストの高騰などに対処が
求められており、引続き厳しい経営環境が予想されます。
　当社はこのような状況の中、依然として厳しい経営環境の
認識のもと、地域顧客のライフラインとしての役割を担いつつ、
持続的な事業運営に努めており、「商品力」、「販売力」及び
「マーケティング力」の強化に最大限傾注することより、更なる
成長を実現すべく経営基盤の強化に努めております。次期に
おきましても、コロナ禍におけるお客様及び従業員の安全安
心の確保を最優先事項として取組み、ウィズコロナといわれる
状況の中、多様化する顧客ニーズに的確に対応し、事業の継
続性・安定性・収益性・成長性の確保を目指してまいります。

　重点課題としては、以下の項目について対応してまいります。
　①差別化戦略としての６ＭＤ商品の強化（６ＭＤ商品政策
の推進）、②来店頻度向上を目的とする販売力向上、③マー
ケティング力強化によるファミリー顧客層の拡大、④ラッキー生
鮮・デリカセンターの稼働に伴う商品供給の拡大と体制の確
立、⑤ローコスト運営の徹底と業務効率の改善による生産性
向上、⑥財務体質の強化。
　次期の投資計画として、2022年３月に旧「ラッキーデリカセン
ター」棟を改装し精肉加工設備を移設しております。また、同
年９月には「シティわっかない店」の改装を予定しております。
　次期の業績予想につきましては、現時点で、新型コロナウイ
ルス感染症の収束時期を予測することは困難であり、次期に
おいても一定期間にわたって感染症の影響が継続すると想
定されるため、景気回復の不透明な状況及び競合激化の環
境を考慮し、売上高371億円、営業利益３億80百万円（同
6.7％増）、経常利益４億円（同2.2％増）、当期純利益２億50百
万円（同2.3％増）を見込んでおります。
　なお、当社は、第53期の期首より、「収益認識に関する会計
基準」（企業会計基準第29号）等を適用しており、第53期の売
上高は当該基準等に基づいた予想となっております。このた
め、当該基準等適用前の第52期の売上高に対する前期比は
記載しておりません。

第 49期～第 52期実績と第 53期予想 第 49期～第 52期実績と第 53期予想 第 49期～第 52期実績　4期分
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鮮魚加工品などの品揃え拡充を図り、付加価値商品の開発
による差別化に取組んでまいりました。
　営業面におきましては、ID－POSデータ活用による高併売率
商品の拡充、ラッキーコジカカードと連動した（クーポン）販促提
案、パック単価の適正化などに取組み、一人当たり買上点数
増及び来店頻度向上による売上確保に努めてまいりました。
　売上高につきましては、コロナ禍の長期化により、巣ごもり消
費・内食需要が継続したものの、人流抑制に伴う来店客数の
減少及び衣料品低迷が大きく影響し、前年の内食特需の反
動に加えて、所得環境の低迷及び客単価の伸び悩みが重な
り、前期を下回り減収となっております。
　経費管理面におきましては、前年の反動による販売手数料
の増加及び水道光熱費の増加があったものの、人件費の減
少や消耗品の削減などにより、販売費及び一般管理費は前
期比98.6％となり１億48百万円減少しております。
　設備投資につきましては、2021年11月に「ラッキー生鮮・デ
リカセンター」を新設、新設店舗及び改装店舗は無く、2022年
２月20日付で「ラッキー衣料館札内店」を閉店しております。
　これらの結果、当事業年度の経営成績は、売上高389億65
百万円（前期比2.0％減）、営業利益３億56百万円（同23.0％
減）、経常利益３億91百万円（同18.1％減）、当期純利益２億
44百万円（同26.9％増）となりました。

　国内経済の見通しにつきましては、ワクチン接種等による新
型コロナウイルス感染症対策と社会経済活動の両立を進める
動きが本格化し、経済活動の再開・正常化に伴う雇用・所得
環境の改善や個人消費の本格回復が期待されます。しかし
一方では、世界的な半導体不足や原材料価格の高騰に加え
て、ロシアのウクライナ侵攻に対する経済制裁やエネルギー価
格高騰の影響は避けることが難しく、予断を許さない状況が
続くと思われます。
　スーパーマーケット業界におきましては、ウィズコロナの新し
い生活様式に対応し、新型コロナウイルス感染症防止の徹底
に努める一方、ＥＣ事業者やドラッグストアなどの異業種を含め
た競合の激化、値上げ等による消費者の節約志向・低価格志
向の継続、物流コストやエネルギーコストの高騰などに対処が
求められており、引続き厳しい経営環境が予想されます。
　当社はこのような状況の中、依然として厳しい経営環境の
認識のもと、地域顧客のライフラインとしての役割を担いつつ、
持続的な事業運営に努めており、「商品力」、「販売力」及び
「マーケティング力」の強化に最大限傾注することより、更なる
成長を実現すべく経営基盤の強化に努めております。次期に
おきましても、コロナ禍におけるお客様及び従業員の安全安
心の確保を最優先事項として取組み、ウィズコロナといわれる
状況の中、多様化する顧客ニーズに的確に対応し、事業の継
続性・安定性・収益性・成長性の確保を目指してまいります。

　重点課題としては、以下の項目について対応してまいります。
　①差別化戦略としての６ＭＤ商品の強化（６ＭＤ商品政策
の推進）、②来店頻度向上を目的とする販売力向上、③マー
ケティング力強化によるファミリー顧客層の拡大、④ラッキー生
鮮・デリカセンターの稼働に伴う商品供給の拡大と体制の確
立、⑤ローコスト運営の徹底と業務効率の改善による生産性
向上、⑥財務体質の強化。
　次期の投資計画として、2022年３月に旧「ラッキーデリカセン
ター」棟を改装し精肉加工設備を移設しております。また、同
年９月には「シティわっかない店」の改装を予定しております。
　次期の業績予想につきましては、現時点で、新型コロナウイ
ルス感染症の収束時期を予測することは困難であり、次期に
おいても一定期間にわたって感染症の影響が継続すると想
定されるため、景気回復の不透明な状況及び競合激化の環
境を考慮し、売上高371億円、営業利益３億80百万円（同
6.7％増）、経常利益４億円（同2.2％増）、当期純利益２億50百
万円（同2.3％増）を見込んでおります。
　なお、当社は、第53期の期首より、「収益認識に関する会計
基準」（企業会計基準第29号）等を適用しており、第53期の売
上高は当該基準等に基づいた予想となっております。このた
め、当該基準等適用前の第52期の売上高に対する前期比は
記載しておりません。
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負 債 合 計
〈純資産の部〉

株 主 資 本
資 本 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金
自 　 己 　 株 　 式

評 価 ・ 換 算 差 額 等
その他有価証券評価差額金

純 資 産 合 計
負 債 ・ 純 資 産 合 計
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当期（自　2021年3月1日　至　2022年2月28日）

2021年3月1日残高

当期変動額  

剰余金の配当

当期純利益

自己株式の取得

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計

2022年2月28日残高
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 244,450 
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182,996

5,248,080

25.9

※当社は2018 年９月１日付で普通株式５株を１株とする株式併合を実施しております。
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●設備投資等の概要

売上・設備の状況

●店舗の状況●商品別売上高の推移と直近構成比の状況
○売上高の概要
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住居品

テナント売上

合　計

住居品
テナント売上

生鮮食料品
42.8%

一般食料品
45.1%

衣料品
6.8%

3.7%
1.5%

第 47期
2017/2

第 48期
2018/2

第 49期
2019/2

第 50期
2020/2

第 51期
2021/2

第 52期
2022/2

第 47期
2017/2

第 48期
2018/2

第 49期
2019/2

第 50期
2020/2

第 51期
2021/2

第 52期
2022/2
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97.3
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96.4
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　設備投資等につきましては、2021年11月、「ラッキーデリカセンター」の敷地内に「ラッキー生鮮・デリカセンター」棟を新設し、鮮魚部門・惣菜
部門等のセンター機能を集約しております。なお、新設店舗及び改装店舗は無く、2022年２月20日付で「ラッキー衣料館札内店」を閉鎖いた
しました。当期の設備投資の総額は1,139,777千円であります。2022年２月28日現在の店舗数は33店舗であります。

注

　売上高につきましては、コロナ禍の長期化により外出自粛要請が繰り返されたこともあり、一定の巣ごもり消費・内食需要が継続したもの
の、人流抑制に伴う来店客数の減少及び衣料品低迷も大きく影響し、前年の内食特需の反動に加えて、所得環境の低迷及び生活防衛
意識の強まりによる客単価の伸び悩みが重なり、前年同期を下回り減収となっております。
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※2023 年 2月期の期首より、「収益認識に関する会計基準」等を適用するため、上記の予想数値は当該基準を適用した後の
　予想数値となっております。
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●設備投資等の概要

売上・設備の状況

●店舗の状況●商品別売上高の推移と直近構成比の状況
○売上高の概要

設備投資の推移
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　設備投資等につきましては、2021年11月、「ラッキーデリカセンター」の敷地内に「ラッキー生鮮・デリカセンター」棟を新設し、鮮魚部門・惣菜
部門等のセンター機能を集約しております。なお、新設店舗及び改装店舗は無く、2022年２月20日付で「ラッキー衣料館札内店」を閉鎖いた
しました。当期の設備投資の総額は1,139,777千円であります。2022年２月28日現在の店舗数は33店舗であります。

注

　売上高につきましては、コロナ禍の長期化により外出自粛要請が繰り返されたこともあり、一定の巣ごもり消費・内食需要が継続したもの
の、人流抑制に伴う来店客数の減少及び衣料品低迷も大きく影響し、前年の内食特需の反動に加えて、所得環境の低迷及び生活防衛
意識の強まりによる客単価の伸び悩みが重なり、前年同期を下回り減収となっております。
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※2023 年 2月期の期首より、「収益認識に関する会計基準」等を適用するため、上記の予想数値は当該基準を適用した後の
　予想数値となっております。



1,366 81 増

2022 2 28 東証 （スタンダード）

465
桐生　宇優

006-0851

1,267

2022

290,300
   70,000
   62,000
   60,000
   48,000
 32,000

30,000
   27,600 

27,000
22,400

22.96 
5.53 
4.90 
4.74 
3.79
2.53
2.37 
2.18
2.13 
1.77

57

1,300

4

札幌市手稲区星置1条2丁目1番1号

その他
法人

個人・その他

（注）出資比率は自己株式（688株）を控除して計算しております。

※個人・その他には、自己株式1名分が含まれて
　おります。

1971年 ４月

1973年 ４月
1974年 ５月

1975年 10月

1976年 10月
1982年 ５月

1984年 ６月
1988年 ７月
1989年 ７月
1990年 ３月
1991年 10月
1993年 ９月
1994年 ３月
1994年 ４月
1996年 ３月
1998年 ３月
2000年 ３月

2001年 ３月
2002年 ４月
2002年 10月

2003年 ４月
2003年 ９月
2004年 ５月
2004年 ６月
2005年 10月
2006年 ３月
2007年 ７月
2008年 ９月
2011年 11月
2012年 ９月
2013年 ６月
2014年 ３月
2015年 ７月
2015年 ７月
2016年 ４月
2017年 10月
2021年 11月

2022年 ３月

食品の小売及び卸売を目的として、札幌市手稲西野（現 西区西野）に資本
金6,000千円にて株式会社オレンジチェーンを設立。
本社を札幌市西区山の手１条７丁目に移転。
商号を株式会社山の手ストアーに変更し、本格的にスーパーマーケットの
チェーン展開を開始。
同月、山の手店（現 ラッキー山の手店）をはじめ、５店舗の営業を開始。
札幌市東区に北49条店（現 ラッキー北49条店）を開店。以後、1982年５月
までに札幌市内５店舗を開店。
札幌市豊平区（現 清田区）に清田店（現 ラッキー清田店）を開店。
株式会社まるせんと合併すると同時に北雄ラッキー株式会社に商号変更。
同時に本社を札幌市中央区大通西23丁目291－１に移転。
本社を札幌市中央区宮の森３条１丁目１－25に移転。
小樽市新光町にラッキー朝里店を開店。小樽市へ進出。
本社を札幌市中央区北11条西19丁目36－35に移転。
ＰＯＳ（販売時点情報管理）システムを導入。
石狩町（現 石狩市）花川にラッキー花川南店を開店。
株式会社シティびほろと合併し、シティびほろ店を開店。道東地区へ進出。
千歳市錦町にラッキー千歳錦町店を開店。千歳市へ進出。
紋別郡遠軽町にシティえんがる店を開店。道東地区２店舗となる。
本格的にインストアベーカリーを手がけ、以後各店へ導入。
夕張郡栗山町にラッキー栗山店を開店。
網走市駒場にシティあばしり店を開店。道東地区３店舗となる。
同月、食品の安全性検査のため独自の商品検査室 
（現 安全衛生室）を設置。

札幌市北区にラッキー新琴似四番通店を開店。
札幌市手稲区にラッキー星置駅前店を開店。
日本証券業協会に株式を店頭登録。
（現在は東京証券取引所　スタンダード市場に上場）
夕張郡長沼町にラッキー長沼店を開店。
札幌市西区にラッキー発寒店を開店。
精肉・鮮魚商品を店舗へ供給する生鮮センターを稼働。
紋別市渚滑にシティもんべつ店を開店。道東地区４店舗となる。
稚内市新光町にシティわっかない店を開店。道北地区へ進出。
青果物・水産物を店舗へ配送する低温センターを稼働。
小樽市手宮にラッキー衣料館手宮店を開店。
岩内郡岩内町にラッキー岩内店を開店。
函館市人見町にラッキー衣料館ひとみ店を開店。
函館市美原にラッキー衣料館美原店を開店。
本社を札幌市手稲区星置１条２丁目１番１号に移転。
虻田郡倶知安町にラッキー倶知安店を開店。
常呂郡訓子府町にシティマートくんねっぷ店を開店。
岩見沢市幌向にラッキーマート幌向店を開店。
網走郡大空町にシティマートめまんべつ店を開店。
紋別郡湧別町にシティマートなかゆうべつ店を開店。
小樽市銭函のデリカセンター敷地内にラッキー生鮮・デリカセンター
棟を新設。鮮魚部門・惣菜部門等のセンター機能を集約。  
旧ラッキーデリカセンター棟跡に移設した精肉加工棟の稼働開始。

1,264,640

桐生興産株式会社
横山　　清

株式会社北洋銀行
田中　寛密
堀　　勝彦

有限会社まるせん商事
株式会社北海道銀行
千葉　サカヱ

ノースパシフィック株式会社
株式会社桐生商店

5外国人

（注）2022年４月4日より、東京証券取引所の新市場区分の再編に伴い、東京証券取引所スタンダード市場（証券コード：2747）に上場しております。 

パートナー

代 表 取 締 役 社 長
取締役　常務執行役員
取締役　執 行 役 員
取 締 役
常 勤 監 査 役
監 　 　  査 　 　  役
監 　 　  査 　 　  役
執 　 行 　 役 　 員
執 　 行 　 役 　 員
執 　 行 　 役 　 員

桐生　宇優
田中　寛密
髙橋　　徹
吉田　周史
黒崎　昭仁
宮脇　憲二
伊藤　光男
斎藤　礼二　
新榮　　登
吉田　武生

（営業本部長）
（管理本部長）
（社外取締役）

（社外監査役）
（社外監査役）
（営業本部　業務推進室長）
（営業本部　商品統括部長）
（営業本部　販売統括部長）

（2022 年 5 月 26 日現在）

22
4000

3500

3000

2500

2000

60000
55000
50000
45000
40000
35000
30000
25000
20000
15000
10000
5000
0
2021 年
3月

2021 年
4月

2021 年
5月

2021 年
6月

2021 年
7月

2021 年
8月

2021 年
9月

2021 年
10月

2021 年
11月

2021 年
12月

2022 年
1月

2022 年
2月

21



1,366 81 増

2022 2 28 東証 （スタンダード）
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1,267

2022

290,300
   70,000
   62,000
   60,000
   48,000
 32,000

30,000
   27,600 

27,000
22,400

22.96 
5.53 
4.90 
4.74 
3.79
2.53
2.37 
2.18
2.13 
1.77

57

1,300

4

札幌市手稲区星置1条2丁目1番1号

その他
法人

個人・その他

（注）出資比率は自己株式（688株）を控除して計算しております。

※個人・その他には、自己株式1名分が含まれて
　おります。

1971年 ４月

1973年 ４月
1974年 ５月

1975年 10月

1976年 10月
1982年 ５月

1984年 ６月
1988年 ７月
1989年 ７月
1990年 ３月
1991年 10月
1993年 ９月
1994年 ３月
1994年 ４月
1996年 ３月
1998年 ３月
2000年 ３月

2001年 ３月
2002年 ４月
2002年 10月

2003年 ４月
2003年 ９月
2004年 ５月
2004年 ６月
2005年 10月
2006年 ３月
2007年 ７月
2008年 ９月
2011年 11月
2012年 ９月
2013年 ６月
2014年 ３月
2015年 ７月
2015年 ７月
2016年 ４月
2017年 10月
2021年 11月

2022年 ３月

食品の小売及び卸売を目的として、札幌市手稲西野（現 西区西野）に資本
金6,000千円にて株式会社オレンジチェーンを設立。
本社を札幌市西区山の手１条７丁目に移転。
商号を株式会社山の手ストアーに変更し、本格的にスーパーマーケットの
チェーン展開を開始。
同月、山の手店（現 ラッキー山の手店）をはじめ、５店舗の営業を開始。
札幌市東区に北49条店（現 ラッキー北49条店）を開店。以後、1982年５月
までに札幌市内５店舗を開店。
札幌市豊平区（現 清田区）に清田店（現 ラッキー清田店）を開店。
株式会社まるせんと合併すると同時に北雄ラッキー株式会社に商号変更。
同時に本社を札幌市中央区大通西23丁目291－１に移転。
本社を札幌市中央区宮の森３条１丁目１－25に移転。
小樽市新光町にラッキー朝里店を開店。小樽市へ進出。
本社を札幌市中央区北11条西19丁目36－35に移転。
ＰＯＳ（販売時点情報管理）システムを導入。
石狩町（現 石狩市）花川にラッキー花川南店を開店。
株式会社シティびほろと合併し、シティびほろ店を開店。道東地区へ進出。
千歳市錦町にラッキー千歳錦町店を開店。千歳市へ進出。
紋別郡遠軽町にシティえんがる店を開店。道東地区２店舗となる。
本格的にインストアベーカリーを手がけ、以後各店へ導入。
夕張郡栗山町にラッキー栗山店を開店。
網走市駒場にシティあばしり店を開店。道東地区３店舗となる。
同月、食品の安全性検査のため独自の商品検査室 
（現 安全衛生室）を設置。

札幌市北区にラッキー新琴似四番通店を開店。
札幌市手稲区にラッキー星置駅前店を開店。
日本証券業協会に株式を店頭登録。
（現在は東京証券取引所　スタンダード市場に上場）
夕張郡長沼町にラッキー長沼店を開店。
札幌市西区にラッキー発寒店を開店。
精肉・鮮魚商品を店舗へ供給する生鮮センターを稼働。
紋別市渚滑にシティもんべつ店を開店。道東地区４店舗となる。
稚内市新光町にシティわっかない店を開店。道北地区へ進出。
青果物・水産物を店舗へ配送する低温センターを稼働。
小樽市手宮にラッキー衣料館手宮店を開店。
岩内郡岩内町にラッキー岩内店を開店。
函館市人見町にラッキー衣料館ひとみ店を開店。
函館市美原にラッキー衣料館美原店を開店。
本社を札幌市手稲区星置１条２丁目１番１号に移転。
虻田郡倶知安町にラッキー倶知安店を開店。
常呂郡訓子府町にシティマートくんねっぷ店を開店。
岩見沢市幌向にラッキーマート幌向店を開店。
網走郡大空町にシティマートめまんべつ店を開店。
紋別郡湧別町にシティマートなかゆうべつ店を開店。
小樽市銭函のデリカセンター敷地内にラッキー生鮮・デリカセンター
棟を新設。鮮魚部門・惣菜部門等のセンター機能を集約。  
旧ラッキーデリカセンター棟跡に移設した精肉加工棟の稼働開始。

1,264,640

桐生興産株式会社
横山　　清

株式会社北洋銀行
田中　寛密
堀　　勝彦

有限会社まるせん商事
株式会社北海道銀行
千葉　サカヱ

ノースパシフィック株式会社
株式会社桐生商店

5外国人

（注）2022年４月4日より、東京証券取引所の新市場区分の再編に伴い、東京証券取引所スタンダード市場（証券コード：2747）に上場しております。 

パートナー

代 表 取 締 役 社 長
取締役　常務執行役員
取締役　執 行 役 員
取 締 役
常 勤 監 査 役
監 　 　  査 　 　  役
監 　 　  査 　 　  役
執 　 行 　 役 　 員
執 　 行 　 役 　 員
執 　 行 　 役 　 員

桐生　宇優
田中　寛密
髙橋　　徹
吉田　周史
黒崎　昭仁
宮脇　憲二
伊藤　光男
斎藤　礼二　
新榮　　登
吉田　武生

（営業本部長）
（管理本部長）
（社外取締役）

（社外監査役）
（社外監査役）
（営業本部　業務推進室長）
（営業本部　商品統括部長）
（営業本部　販売統括部長）

（2022 年 5 月 26 日現在）
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未払配当金、その他当社
株式関係書類についての

お問い合わせ

住所変更、株式配当金
受取り方法の変更
などのお問い合わせ

右記みずほ信託銀行までお問い
合わせ願います。

お取引の証券会社等になります。

証券会社等で株式を
保有されている場合

証券会社等で株式を保有されていない場合
（特別口座の場合）

ご　注　意

特別口座では、単元未満株式の買取・買増以外の株
式売買はできません。株式の売買にあたっては、証券
会社等に口座を開設し、株式の口座振替手続を行って
いただく必要があります。

当社の特別口座の口座管理機関　
みずほ信託銀行へお問い合わせ願います。
みずほ信託銀行　証券代行部
ホームページ：
https://www.mizuho-tb.co.jp/daikou/index.html
フリーダイヤル 0120-288-324
 （土・日・祝日を除く 9:00～17:00）

2022

株主優待制度として、毎年２月末日現在の100株以上ご保有の株主の皆様に対し、保有株式数に
応じて以下のとおり株主優待贈呈品を年１回お届けいたします。

100株以上200株未満 毎年2月末日

保有株式数 基準日 優待内容

年1回、1,000円相当のJCBギフトカードを贈呈。

200株以上1,000株未満 毎年2月末日
年1回、5,000円相当のJCBギフトカードもしくは
「北海道特産品」を贈呈。

1,000株以上 毎年2月末日
年1回、10,000円相当のJCBギフトカードもしく
は「北海道特産品」を贈呈。

事業年度 毎年3月1日から翌年2月末日まで

毎年5月下旬

2月末日
そのほか臨時に必要がある場合には、あらかじめ公告いたします。

2月末日
中間配当を行う場合は8月31日

東京都千代田区丸の内一丁目3番3号
みずほ信託銀行株式会社

100株

定時株主総会

基準日

配当金受領株主確定日

単元株式数

株主名簿管理人
   事務取扱場所

公告方法

株主優待制度

当社ホームページ（https://www.hokuyu-lucky.co.jp)
において、電子公告により行います。
ただし、やむを得ない事由によって、電子公告による公告を
することができない場合には、日本経済新聞に掲載して行います。

東証スタンダード市場


